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議会活動日誌
　
2 月
25日	 �平成25年第1回3月定例

議会（19日まで）
26日	 串間同好会 2月例会

3 月
15日	 串間同好会 3月例会
16日	 市内中学校卒業式
18日	 �中京大学準硬式野球部第

64 回全日本大学準硬式野
球選手権大会出場記念植樹

21日	 議会改革調査特別委員会
23日	 �くしま「新・ご当地グ

ルメ」完成発表会
25日	 市内小学校卒業式
26日	 �社会福祉法人串間市社

会福祉協議会評議員会
27日	 �串間ウインドヒル（株）

事務所開き
	 �議会改革調査特別委員会・平

成 24 年度優良従業員表彰式
	 �商工会議所通常議員総会

4 月
1日	 辞令交付式
2日	 �第 105 回宮崎政経懇話

会県南地区例会
8日	 �東九州自動車道（清武～北郷）

猪八重トンネル（仮称）貫通式

11日	 市内中学校入学式
12日	 市内小学校入学式
14日	 �平成 25 年串間市消防団入退団式
15日	 北方地区戦没者慰霊祭
16日	 本城地区戦没者慰霊祭
17日	 福島地区戦没者慰霊祭
	 �自然エネルギー地域活

性化調査特別委員会
18日	 都井地区戦没者慰霊祭
	 �商工会議所青年部通常総会
19日	 大束地区戦没者慰霊祭
	 �議会改革調査特別委員会
22日	 市木地区戦没者慰霊祭
24日	 串間同好会 4月例会
	 �平成 25 年度串間市民生

委員児童委員協議会総会
	 �串間市大束農業協同組

合第 65 回通常総代会
	 �東九州自動車道（日南・串

間地区協議会）（鹿児島・
宮崎建設促進期成会）監査

25日	 �第 88 回九州市議会議長
会定期総会（26 日まで）

26日	 �はまゆう農業協同組合
第 13 回通常総代会

	 �串間 21 レディ第 8 回串間
んよかむんを食べてみろ会
（平成 24年度農山漁村男女
共同参画優良活動農林水産
副大臣賞受賞報告会）

27日	 春の農林水産まつり

5 月
1日	 議会運営委員会
2日	 �平成 25 年度串間市高齢

者クラブ連合会総会
8日	 �平成 25 年第 2回 5月臨時議会
10日	 �串間市と国立大学法人

宮崎大学との包括的連
携に関する協定調印式

	 正副委員長会・各常任委員会
	 議会運営委員会・全体会
11日	 �（仮称）串間地域振興会設立総会
13日	 正副議長就任あいさつ廻り
14日	 正副議長就任あいさつ廻り
	 �第 106 回宮崎政経懇話

会県南地区例会
	 �議会改革調査特別委員

会行政視察（15 日まで）
15日	 正副議長就任あいさつ廻り
16日	 �平成 25 年度第 1 回宮崎県市議

会議長会定期総会（～17日まで）
17日	 �産業建設常任委員会管内視察
21日	 �全国市議会議長会第 89 回

定期総会・宮崎県市議会議
長会臨時総会（23 日まで）

	 �平成 25 年度第 1回日南・串
間広域市町村圏協議会総会

	 �平成 25 年度 JR 日南線利
用促進連絡協議会委員会

	 �平成 25年度東九州自動車
道「日南～串間～志布志
間」建設促進協議会総会

	 �平成 25 年度東九州自動車道建設
促進日南・串間地区協議会総会

22日	 �平成 25 年度串間市観光
協会定期総会

23日	 �総務常任委員会管内視察
	 �文教厚生常任委員会管内視察
	 仲町商店会通常総会
24日	 �平成 25 年度串間市人権啓

発推進協議会総会・講演会
	 �東九州自動車道串間市建設促

進協議会（仮称）設立総会
	 �平成 25 年度みやざき県民総

合スポーツ祭に向けた「串
間市選手団」結団壮行式

27日	 議会運営委員会
	 総務常任委員会管内視察
	 �串間のみちを考える女性の

会研修会・定例総会
28日	 �文教厚生常任委員会管内視察
29日	 �市議会議員共済会第106

回代議員会（30 日まで）
30日	 �平成 25 年度東九州自動車道鹿

児島・宮崎建設促進期成会総会
	 �産業建設常任委員会管内視察
31日	 �第二・第三秋山地区県営農地

保全整備事業竣工記念祝賀会

6 月
1日	 置県 130 年記念式典
2日	 土砂災害・全国統一防災訓練

今定例会では、

市長提出議案 13 件、

市会案１件、陳情１件などを

審議し、議決しました。

また、陳情第７号については、

継続審査となりました。

6月定例会
６月定例会は、

６月３日から

６月 21 日までの

19 日間の日程で

開かれました。

平成25年第３回串間市議会（６月定例会）会期並びに審議日程
月　日 曜 種　別 内　　　　　　　容

６月３日 月 本会議

○会議録署名議員の指名
○会期の決定
○�報告第２号から報告第４号、議案第 49 号から
　議案第 60 号（上程、提案理由説明）

６月４日 火 休　会 議案熟読	 ＊一般質問通告締切　午後１時
	 　発言順位抽選　午後１時30 分～

６月５日 水 休　会 議案熟読
６月６日 木 休　会 議案熟読
６月７日 金 休　会 議案熟読
６月８日 土 休　会
６月９日 日 休　会
６月10日 月 本会議 ○市政総体に対する一般質問
６月11日 火 本会議 ○市政総体に対する一般質問
６月12日 水 本会議 ○市政総体に対する一般質問

６月13日 木 本会議 ○市政総体に対する一般質問
　＊議案質疑通告書締切　午後５時

６月14日 金 本会議

○市政総体に対する一般質問
○�報告第２号から報告第４号、議案第 49号から議案第60号
　〔�質疑（報告第２号から報告第４号終了）､ 委員会付託〕
○請願・陳情（上程、委員会付託）

６月15日 土 休　会
６月16日 日 休　会
６月17日 月 委員会 付託案件の審査
６月18日 火 委員会 付託案件の審査
６月19日 水 委員会 付託案件の審査
６月20日 木 委員会 付託案件の審査

６月21日 金
委員会 付託案件の審査
本会議
午後１時

○議案第 49 号から議案第 60 号
　請願・陳情（委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、採決）

3 串間市議会だより 2串間市議会だより



� 串間市議会だより �串間市議会だより� 串間市議会だより �串間市議会だより

串　間　市　議　会　構　成
（平成 25 年５月８日現在）

議　長　　田上　俊光　　　副議長　　武田　浩一

◎総務常任委員会（定員６名）

委 員 長
副 委 員 長
委　　 員
委　　 員
委　　 員
委　　 員

中　村　利　春
川　﨑　千　穂
今　江　　　猛
武　田　政　英
木　代　幸　一
田　上　俊　光

◎文教厚生常任委員会（定員５名）

委 員 長
副 委 員 長
委　　 員
委　　 員
委　　 員

瀬　尾　俊　郎
山　口　直　嗣
福　添　忠　義
門　田　国　光
武　田　浩　一

◎産業建設常任委員会（定員６名）

委 員 長
副 委 員 長
委　　 員
委　　 員
委　　 員
委　　 員

武　田　秀　一
実　藤　賢　次
英　　　聡　子
井　手　明　人
児　玉　征　威
岩　下　幸　良

◎議会運営委員会（定員６名）

委 員 長
副 委 員 長
委　　 員
委　　 員
委　　 員
委　　 員

木　代　幸　一
福　添　忠　義
井　手　明　人
中　村　利　春
山　口　直　嗣
児　玉　征　威

◎交通対策調査特別委員会（定員５名）

委 員 長
副 委 員 長
委　　 員
委　　 員
委　　 員

福　添　忠　義
実　藤　賢　次
中　村　利　春
山　口　直　嗣
門　田　国　光

◎産業振興・交流促進特別委員会
（定員５名）

委 員 長
副 委 員 長
委　　 員
委　　 員
委　　 員

武　田　政　英
岩　下　幸　良
川　﨑　千　穂
武　田　秀　一
今　江　　　猛

◎�自然エネルギー地域活性化調査
特別委員会　　　　（定員６名）

委 員 長
副 委 員 長
委　　 員
委　　 員
委　　 員
委　　 員

児　玉　征　威
瀬　尾　俊　郎
武　田　浩　一
英　　　聡　子
木　代　幸　一
井　手　明　人

◎議会改革調査特別委員会（定員７名）

委 員 長
副 委 員 長
委　　 員
委　　 員
委　　 員
委　　 員
委　　 員

井　手　明　人
山　口　直　嗣
武　田　秀　一
実　藤　賢　次
岩　下　幸　良
武　田　政　英
児　玉　征　威



　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
６
月
議
会
に

お
い
て
次
の
議
案
４
件
を
審
査
い
た
し

ま
し
た
。

　

最
初
に
平
成
25
年
度
補
正
予
算
中
、

危
機
管
理
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
製
費

４
4
４
万
３
千
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、

（
委
員
）
30
年
間
位
は
耐
え
ら
れ
避
難
時

持
ち
出
す
と
き
濡
れ
て
も
破
れ
な
い
も

の
に
し
て
欲
し
い
。（
総
合
政
策
課
長
）

見
や
す
い
大
き
さ
に
し
委
員
会
の
議
論

は
尊
重
し
た
い
。

総務常任
委員会

常  任  委  員  会

常任委員会は、議案の審査だけでなく、
市民生活に深く関わることについて調査研究を行っています。
最近の活動内容をご紹介します。

Activity report
活動

委員長

中村 利春
　

次
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
運
行
管

理
業
務
委
託
債
務
負
担
行
為
補
正
に
つ

い
て
は
、
５
年
間
の
運
行
を
ま
か
せ
る

指
定
管
理
者
を
選
定
す
る
予
算
で
あ
る
。

（
委
員
）
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
年
間

1
8
0
人
増
の
計
画
で
あ
る
が
公
募
各

社
の
計
画
も
審
査
に
加
入
、
又
広
告
収

入
増
に
つ
い
て
も
努
力
す
べ
で
あ
る
。

　

次
に
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
は
、（
委
員
）
特
に
延
滞

金
の
率
の
引
き
下
げ
は
期
限
内
納
付
が

な
さ
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
。（
税
務
課
長
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
率
の
引

き
下
げ
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
事
が
な

い
よ
う
努
め
た
い
。

　

次
に
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
及
び

職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
は
、（
総
務
課
長
）
国

家
公
務
員
の
給
与
減
額
措
置
に
準
じ

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
請
が

あ
っ
た
も
の
で
、
給
与
等
の
減
額
総
額

は
6
5
6
1
万
３
千
円
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
地
方
交
付
税
の
減
額
相
当

分
に
あ
た
り
ま
す
。（
委
員
）
市
内
経
済

へ
の
影
響
又
、
給
与
等
減
額
分
は
今
後

ど
う
年
内
に
予
算
化
す
る
の
か
。
又
そ

れ
に
よ
る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
？
（
総

務
課
長
）
ど
こ
の
地
方
自
治
体
と
も
経

済
状
況
は
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
減
額
分

は
一
時
積
立
て
年
内
に
予
算
化
し
た
い
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
改
善
さ
れ
る
が

ま
だ
高
い
。

　

次
に
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
は
別
段
異
議
は
な

か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
総
務
常
任
委
員
会
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

ハザ－ドマップ

消防署
5 串間市議会だより 4串間市議会だより



一
般
会
計
補
正
予
算
案
分
割
付
託
関

係
部
分
を
全
会
一
致
で
可
決

“
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
委
員
会
を
設
置
”

　

委
員
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
支
援
を

推
進
で
き
る
女
性
等
の
登
用
を
考
慮
し
、

活
動
を
促
進
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
。

“
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
事
業
計
画

策
定
を
委
託
”

　

委
託
費
2
6
9
万
円
を
予
算
化
。
昨

年
８
月
の
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
の

成
立
に
伴
い
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
事
業
計
画
を
策
定
す
る
た
め
で
あ
る

が
、
委
託
業
者
に
丸
投
げ
す
る
の
で
は
な

く
で
き
る
だ
け
担
当
課
で
対
処
し
、
串

間
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
計
画
を
策
定
、

予
算
の
削
減
を
計
る
べ
き
だ
と
の
意
見
。

“
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
指
導
業
務
委
託
費

33
万
円
を
増
額
”

　

中
高
連
携
の
一
環
と
し
て
主
に
中
学

３
年
生
の
学
力
向
上
・
入
試
対
策
を
目
的

と
し
福
島
高
等
学
校
と
の
つ
な
が
り
も

文教厚生
常任委員会

委員長

瀬尾 俊郎

視
野
に
入
れ
た
勉
強
の
実
施
で
あ
る
。
可

能
で
あ
れ
ば
予
算
ア
ッ
プ
し
て
で
も
他

市
が
行
っ
て
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
等

で
事
業
効
果
を
出
す
べ
き
だ
と
の
意
見
。

“
草
地
拡
大
工
事
費
に
１
千
４
百
万
円
の
予
算
”

　

岬
馬
の
繁
殖
に
適
し
た
環
境
整
備
を
行

う
も
の
で
あ
る
が
、
工
事
後
の
維
持
管
理

対
策
も
計
画
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
の
意
見
。

“
市
木
中
学
校
の
統
廃
合
反
対
の
陳
情
を

継
続
審
議
”

　

統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
も

方
針
を
決
定
し
て
お
ら
ず
、
議
会
側
と

し
て
も
結
論
を
出
す
段
階
で
は
な
い
と

判
断
。
先
進
地
へ
の
視
察
を
計
画
、
多

視
点
か
ら
の
情
報
収
集
に
務
め
審
議
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
付
託
議
案
五
件

◎�

議
案
第
49
号
　
平
成
25
年
度
串
間
市

一
般
会
計
補
正
予
算

　

○�

農
政
企
画
費

　
　

�　

臨
時
職
員
賃
金
2
0
1
万
2
千

円
を
審
議
＝
臨
時
職
員
の
取
り
扱

い
と
日
額
賃
金
8
千
5
0
0
円
の

適
正
に
つ
い
て
委
員
よ
り
質
疑
が

あ
り
説
明
審
議

　

○
観
光
費

　
　

�　

都
井
岬
再
開
発
基
本
計
画
策
定

業
務
委
託
費
7
5
0
万
円
を
審
議

＝
旧
観
光
ホ
テ
ル
を
落
札
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
都
井

岬
再
開
発
基
本
計
画
を
委
託
、
委
員

よ
り
検
討
委
員
会
及
び
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
人
選
に
つ
い
て
、
若

手
や
女
性
の
参
画
を
求
め
、
全
庁
的

に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
取
り
組
む
べ

き
と
の
意
見
等
出
さ
れ
た
。

産業建設
常任委員会

　

○
住
宅
建
設
費

　
　

�　

測
量
設
計
委
託
料
2
9
0
6
万

7
千
円
の
減
額
を
審
議
＝
平
成
24

年
度
の
国
の
大
型
補
正
に
該
当
す

る
た
め
減
額
と
な
っ
た
。

　

�

以
上
審
議
の
結
果
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決

◎�

平
成
25
年
度
串
間
市
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
＝
審
議

◎�

平
成
25
年
度
串
間
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
＝
審
議

◎�

平
成
25
年
度
串
間
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
＝
審
議

◎�

議
案
第
60
号
市
道
の
路
線
の
認
定
＝

審
議

　
以
上
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

委員長

武田  秀一

東九州自動車道決起大会

草地拡大工事 ( ビジターセンター前 )

5 串間市議会だより 4串間市議会だより
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据
え
置
き
で
な
く
国
保
税
の
引

き
下
げ
を
！

24
年
度
、
医
療
費
の
伸
び
を
５・ 

１
％
見
込
ん
で
い
た
の
に
０・
７
％

の
伸
び
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
国

保
会
計
は
３
億
４
，６
１
７
万
円

（
１
人
当
た
り
４
７
，０
０
０
円
）

の
黒
字
と
な
っ
た
。
国
保
税
は「
医

療
費
を
正
確
に
見
積
も
っ
て
積
算

す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
見

込
み
違
い
に
よ
る
黒
字
」、
国
保
税

の
値
下
げ
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

値
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

病
院
窓
口
で
の
医
療
費
減
免
制

度
が
実
現
！

繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
き
た
結

果
、
こ
の
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

旧
吉
松
家
周
辺
整
備
に
13
億

円
、
温
水
プ
ー
ル
は
だ
め
？

串
間
市
の
医
療
費
は
県
内
で
５

番
目
、
市
民
病
院
・
入
院
収
入
の

38
％
は
整
形
外
科
、
市
民
病
院
の

医
師
も
「
プ
ー
ル
の
効
果
を
市
広

報
誌
に
投
稿
」、
市
民
運
動
が
起

こ
り
、
議
会
も
「
全
会
一
致
で
採

択
」、
市
長
も
施
政
方
針
で
「
健

康
づ
く
り
に
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
取

る
」
と
表
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
「
健
康
に
役
立
つ
プ
ー
ル
建
設

は
カ
ネ
が
な
い
か
ら
ダ
メ
」
と
答

弁
。
一
方
、「
旧
吉
松
家
周
辺
整
備

事
業
に
約
13
億
円
を
投
入
す
る
計

画
」
で
す
が
、
完
成
後
の
指
標
も

示
さ
れ
て
い
な
い
。
自
治
体
の
仕

事
は
、「
市
民
の
健
康
・
福
祉
の
増

進
を
図
る
」
こ
と
で
あ
る
。
税
金

の
使
い
方
が
間
違
っ
て
い
る
。

風
疹
へ
の
補
助
、
市
長
が
「
前

向
き
に
検
討
」
を
約
束
！

風
疹
の
流
行
拡
大
、県
内
で
も
「
補

助
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
、

串
間
市
内
で
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

国
保
は
３
億
４
，６
１
７
万
円
の

黒
字
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

ＱＡ

児
こ

玉
だま

　征
まさ

威
たけ

 議員

市議会議員が市に対して
皆さんの生活にかかわる内容を
質問します。

執行機関（市長や行政委員会）に市政の
状況や将来の方針、住民生活に密接に係
わる事項について質問をすることで、今
串間市ではどんなことが行われているか
知ることができます。

一 般 質 問

Q　＆　　　A
市
独
自
の

福
祉
事
業
は
？

子
育
て
支
援
は
？

今
進
ん
で
い
る

事
業
は
？

財 政
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旧
吉
松
家
周
辺
再
開
発
基
本
計

画
の
総
事
業
費
は
約
13
億
円
と
多

額
で
あ
る
が
、
仲
町
通
り
再
開
発
で

県
内
外
に
観
光
資
源
と
し
て
何
が
ア

ピ
ー
ル
出
来
、
集
客
が
期
待
出
来
る

の
か
。
財
源
措
置
と
し
て
総
事
業
費

と
市
の
持
出
額
と
将
来
に
わ
た
る
コ

ス
ト
と
政
策
効
果
に
つ
い
て
。

観
光
資
源
と
し
て
旧
吉
松
家
・

石
蔵
・
石
塀
・
福
島
古
墳
群
等
の

史
跡
が
あ
る
。
集
客
目
標
は
今
年

度
の
実
施
計
画
で
算
出
す
る
。
総

費
用
約
13
億
円
見
込
み
で
財
源
措

置
や
補
助
事
業
の
選
択
等
に
つ
い

て
は
実
施
計
画
の
中
で
検
討
し
、

起
債
等
は
各
課
を
含
め
検
討
す
る
。

串
間
市
漁
協
が
漁
業
者
の
所
得

向
上
・
経
営
安
定
を
目
的
に
水
産

物
直
所
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
６
次
産

業
化
等
の
事
業
計
画
が
あ
る
が
、

福
島
港
エ
リ
ア
活
性
化
事
業
と
整

合
性
も
あ
り
財
政
的
支
援
は
出
来

な
い
か
。

集
客
力
等
大
き
く
期
待
で
き
関

係
各
課
と
調
整
協
議
し
、
財
政
的

支
援
に
つ
い
て
は
国
県
の
補
助
事

業
導
入
に
よ
り
対
応
し
た
い
。

農
業
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

平
成
23
年
12
月
議
会
で
農
家
所
得

向
上
・
経
営
安
定
を
目
的
に
計
画

が
平
成
18
年
に
策
定
さ
れ
て
い
る

が
、
新
規
作
物
導
入
奨
励
の
実
績

が
一
件
も
な
く
、
行
政
主
導
で
鳥

獣
被
害
に
も
強
い
生
姜
な
ど
を
特

産
物
と
し
て
産
地
化
を
積
極
的
に

進
め
る
べ
き
と
質
問
提
案
を
し
た

が
現
在
の
取
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

前
回
提
案
の
行
政
主
導
型
で
の

生
姜
は
24
年
度
に
単
独
事
業
で
笠

祗
地
区
の
２
名
の
農
家
で
試
験
展

示
ほ
場
を
設
置
し
、
栽
培
技
術
の

向
上
を
図
り
、
25
年
度
は
県
の
直

接
採
択
事
業
を
活
用
し
支
援
す
る
。

併
せ
て
今
後
、
ラ
イ
チ
・
イ
ン
ド

ナ
ツ
メ
等
の
施
設
果
樹
を
推
進
し
、

国
庫
事
業
等
活
用
し
取
組
む
。

ＱＡ

Ｑ Ａ

旧
吉
松
家
周
辺
再
開
発
基
本
計
画

に
つ
い
て

串
間
市
漁
協
に
つ
い
て

実
じっ

藤
とう

　賢
けん

次
じ

 議員

本
市
独
自
の
東
九
州
自
動
車
道

串
間
市
建
設
促
進
協
議
会
設
立
の

趣
旨
と
活
動
は
、
ま
た
事
業
区
間

格
上
げ
の
計
画
前
段
階
評
価
の
小

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の

内
容
と
格
上
げ
の
見
通
し
は
！

日
南
〜
串
間
〜
志
布
志
間
41
㎞

は
、
い
ま
だ
目
途
の
立
っ
て
い
な
い

基
本
計
画
区
間
の
状
況
。
高
速
道
路

は
本
市
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
最
も
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
り

ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
地
域
の
声
や

実
状
を
官
民
一
丸
と
な
っ
て
国
県
に

訴
え
、
格
上
げ
事
業
化
に
向
け
て
積

極
的
に
要
望
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

を
目
的
に
立
ち
上
げ
た
。
今
後
の
活

動
は
協
議
会
の
役
員
と
委
員
の
連
携

を
図
り
、
単
独
ま
た
は
他
の
東
九
州

自
動
車
道
建
設
促
進
団
体
と
の
合

同
活
動
を
展
開
す
る
予
定
。
5
月
29

日
、
当
区
間
が
社
会
資
本
整
備
審

議
会
道
路
分
科
会
九
州
地
方
小
委

員
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
計
画
段

階
評
価
に
着
手
し
ま
し
た
。
今
後
は

近
日
中
に
、
日
南
、
串
間
、
志
布
志

の
各
地
区
に
お
い
て
、
地
域
の
皆
様

の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
の
作
業
に

入
る
と
の
こ
と
。
小
委
員
会
は
今
後

２
回
ほ
ど
開
催
と
聞
い
て
い
る
が
、

一
度
で
整
備
区
間
に
な
る
場
合
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
重
要
な
時

期
に
来
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
防
災
や
救
急
医
療

ま
た
地
域
の
産
業
振
興
な
ど
で
高
速

道
路
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

意
見
聴
取
な
ど
で
積
極
的
に
訴
え
て

も
ら
う
と
有
難
い
。
第
２
回
、
第
３

回
を
開
か
な
く
て
よ
い
形
に
な
れ
ば

よ
い
と
思
う
が
、
今
の
段
階
で
は
開

か
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
事

業
採
択
に
向
け
、
確
か
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
九
州
自
動
車
道
日
南
〜

串
間
〜
志
布
志
間
事
業
区
間

格
上
げ
に
つ
い
て

武
たけ

田
だ

　政
まさ

英
ひで

 議員

ＱＡ 道 路

Ｑ

Ａ

事 業
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全
国
的
に
流
行
が
拡
大
し
て
い

る
風
疹
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
、

妊
娠
初
期
の
妊
婦
さ
ん
が
感
染
す

る
と
、
先
天
性
疾
患
、
難
聴
、
白

内
障
、
発
達
の
遅
れ
な
ど
の
障
害

が
あ
る
子
供
が
生
ま
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
咳
や
く
し
ゃ
み

な
ど
で
拡
大
す
る
ウ
イ
ル
ス
感
染

で
す
。
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
な

ど
の
大
都
市
の
他
、
九
州
で
も
福

岡
、
熊
本
、
鹿
児
島
で
も
流
行
し

宮
崎
県
で
は
、
19
人
の
患
者
が
出

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、

二
週
間
か
ら
一
ヶ
月
か
か
る
。
子

育
て
世
代
が
安
心
し
て
出
産
で
き

る
様
市
長
は
、
串
間
市
で
子
供
を

産
み
育
て
た
い
と
い
う
人
を
増
や

す
と
示
さ
れ
て
い
る
。
隣
り
の
日

南
市
は
早
速
半
額
助
成
を
発
表
さ

れ
た
。
当
市
に
お
い
て
も
ワ
ク
チ

ン
の
公
費
助
成
に
取
り
組
む
べ
き

だ
と
思
う
。
早
期
の
実
施
を
お
願

い
す
る
。

全
国
的
に
流
行
し
て
い
る
風
疹

に
つ
い
て
、
宮
崎
県
で
も
５
月
26

日
現
在
で
18
件
の
感
染
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
串
間
市
で
は
そ
れ
を

受
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
感
染

予
防
の
啓
発
の
記
事
を
掲
載
し
た

り
、
婚
姻
届
時
や
母
子
手
帳
交
付

時
に
、
窓
口
で
の
予
防
啓
発
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
行
い

予
防
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
予
防

接
種
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
県
内

で
は
今
月
か
ら
、
日
南
市
、
宮
崎

市
、
国
富
町
、
綾
町
が
、
一
部
の

方
を
対
象
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
だ

が
、
串
間
市
に
お
い
て
今
後
、
国
、

県
や
他
市
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
参
り
た
い
。
ま
ず

は
、
感
染
予
防
の
啓
発
に
努
め
て

参
る
。

風
疹
の
公
費
助
成
に

つ
い
て

Ｑ

川
かわ

﨑
さき

　千
ち

穂
ほ

 議員

企
業
立
地
促
進
条
例
に
つ
い
て

企
業
立
地
促
進
条
例
の
第
２
条

（
定
義
）
に
お
け
る
物
の
製
造
に

電
気
は
含
ま
れ
る
の
か
。

条
例
制
定
時
の
状
況
か
ら
電
気

は
含
ま
れ
な
い
も
の
と
認
識
し
て

い
る
が
、
今
一
度
市
と
し
て
の
判

断
を
行
う
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
に
つ
い
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
に

お
い
て
市
が
見
学
・
学
習
な
ど
の

た
め
の
付
帯
施
設
を
建
設
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
事
業

者
に
も
お
願
い
す
る
が
市
と
し
て

も
取
り
組
み
を
考
え
る
。

防
災
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
の
増
設
計
画
は

ど
う
な
っ
た
の
か
。

計
画
自
体
は
残
っ
て
い
る
が
再

度
、早
急
に
全
体
計
画
を
見
直
す
。

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
で
国
の
有

利
な
制
度
事
業
は
見
つ
か
っ
た
か
。

現
時
点
で
は
難
し
い
。
防
衛
省

関
係
事
業
も
含
め
今
後
調
査
研
究

を
行
う
。

他
市
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
情
報

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
市
内
に
お
け

る
情
報
格
差
の
現
状
を
ど
う
考
え

る
か
。

認
識
し
て
い
る
。
現
状
を
改
善

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

よ
か
バ
ス
に
つ
い
て

都
井
岬
の
よ
か
バ
ス
の
バ
ス
停

は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
変
更
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

直
ち
に
変
更
の
手
続
き
を
行
う
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

串
間
Ｐ
Ｒ
大
使
制
度
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。

制
度
の
導
入
を
前
向
き
に
検
討

す
る
。

ＱＡ

ＱＡ

企
業
立
地
促
進
条
例
に
つ
い
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
に
つ
い
て

井
い

手
で

　明
あき

人
と

 議員

ＱＡ

Ａ

医 療

ＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

事 業
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宮
崎
県
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し

た
場
合
の
12
品
物
で
の
影
響
試
算

を
公
表
し
た
。米
が
１
６
１
億
円
、

乳
牛
・
乳
製
品
88
億
円
、
牛
肉

３
７
１
億
円
、豚
肉
４
１
９
億
円
、

鶏
肉
１
６
８
億
円
、鶏
卵
19
億
円
、

水
産
物
で
25
億
７
，０
０
０
万
円

の
１
，２
５
４
億
円
が
失
わ
れ
る

と
の
試
算
を
公
表
し
た
が
、
串
間

市
に
お
け
る
損
失
額
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
串
間
市
と
し
て

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

農
林
水
産
物
の
重
要
品
目
の
関

税
が
撤
廃
さ
れ
る
と
、
本
市
に
お

け
る
農
林
水
産
業
に
大
き
な
影
響

が
で
て
く
る
。
国
が
公
表
し
た
影

響
試
算
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度

の
Ｊ
Ａ
は
ま
ゆ
う
、
Ｊ
Ａ
大
束
両

Ｊ
Ａ
の
農
畜
産
物
販
売
実
績
に
減

少
率
を
掛
け
て
算
出
し
た
。
米
が

約
１
億
８
，９
０
０
万
円
、
果
樹

（
柑
橘
類
）
が
約
４
，０
０
０
万

円
、牛
肉
が
約
16
億
４
０
０
万
円
、

豚
肉
が
約
７
，９
０
０
万
円
、
ブ

ロ
イ
ラ
ー
が
約
７
，６
０
０
万
円
、

乳
製
品
が
約
１
億
３
，５
０
０
万

円
と
な
り
約
21
億
円
の
損
失
額
と

な
る
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
反
対
し
て
い
く
。

ＱＡ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

今
いま

江
え

　猛
たけし

 議員

天
災
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い

の
は
仕
方
が
な
い
が
、
危
機
管
理

に
お
い
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
資
質

と
そ
れ
を
発
揮
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

リ
ー
ダ
ー
に
情
報
が
す
ぐ
さ
ま

届
き
、
リ
ー
ダ
ー
の
命
令
で
各
部

署
が
迅
速
に
行
動
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

非
常
時
の
指
揮
権
の
在
り
方
、

被
災
者
を
管
理
す
る
状
況
評
価
等

の
ト
リ
ア
ー
ジ
の
導
入
、
事
前
の

防
災
対
策
の
強
化
と
す
る
家
庭
備

蓄
の
推
進
、
防
災
士
育
成
の
対
応
、

ま
た
被
災
状
況
下
に
お
い
て
の
防

災
士
の
位
置
づ
け
等
、
今
後
の
訓

練
計
画
・
工
夫
等
、
先
進
国
の
危

機
管
理
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ
こ
と
も

視
野
に
入
れ
る
な
ど
し
て
、
市
の

対
応
を
計
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

再
三
お
願
い
し
て
い
る
地
元
木
材

利
用
等
補
助
金
に
つ
い
て
の
波
及
効

果
は
、
地
元
活
性
化
に
お
い
て
も
、

市
の
経
済
好
転
に
お
い
て
も
、
多
用

な
面
で
非
常
に
大
き
い
と
思
う
。
庁

議
に
か
け
、
前
向
き
に
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
早
急
に
対
処

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

東
九
州
自
動
車
道（
日
南
〜
串
間
）

が
評
価
対
象
区
間
か
ら
計
画
段
階
評

価
手
続
き
を
進
め
る
、
第
一
回
九
州

地
方
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
非
常

に
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
が
、
一
刻
も

早
い
事
業
着
手
を
目
指
し
、
さ
ら
な

る
努
力
を
共
に
し
て
い
こ
う
。

さ
く
ら
づ
つ
み
道
路
で
の
事
故
を

目
に
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
の
利
用
を
鑑
み
桜

も
植
え
た
と
聞
く
、
車
両
通
行
の
制

限
等
の
検
討
は
で
き
な
い
も
の
か
。

＂
こ
こ
か
ら
、
こ
こ
は
串
間
市
＂

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
一
策
と
し
て
、
市

内
の
道
路
等
に
お
け
る
串
間
市
花

（
カ
ン
ナ
）
の
植
栽
活
動
の
提
案
。

災
害
に
つ
い
て

瀬
せ

尾
お

　俊
とし

郎
ろう

 議員

ＱＱ

ＱＱＱ

ＴＰＰ

防 災

早期水稲収穫
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中
学
校
の
再
編
（
統
合
）
に
つ

い
て生

徒
数
の
減
少
を
理
由
に
市
内

中
学
校
を
一
校
に
統
合
す
る
計
画

だ
が
、
通
学
路
、
時
間
に
不
安
が

あ
る
。学
校
は
地
域
の
中
心
施
設
、

廃
校
後
の
振
興
策
も
含
め
て
慎
重

に
対
応
す
べ
き
だ
。

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
慎

重
に
対
応
す
る
。

人
口
減
対
策
と
市
民
所
得
の
向

上
に
つ
い
て

串
間
市
は
人
口
も
市
民
所
得
も

年
々
減
少
し
て
い
る
。
全
庁
あ
げ

て
働
く
場
の
確
保
と
所
得
向
上
に

力
を
結
集
し
て
人
口
減
に
対
応
す

べ
き
。

諸
計
画
を
実
行
し
て
成
果
を
あ

げ
る
。

救
急
医
療
の
充
実
を
、
市
民
病

院
に
脳
外
科
、
循
環
器
科
を
開
設

し
て
救
急
医
療
を
よ
り
充
実
し
て

市
民
の
不
安
を
解
消
す
べ
き
。

医
師
確
保
に
難
が
あ
る
が
努
力

す
る
。

中
学
校
再
編
に
つ
い
て

人
口
減
対
策
と
市
民
所
得
の

向
上
に
つ
い
て

ＱＡ

福
ふく

添
ぞえ

　忠
ただ

義
よし

 議員

ＱＡ

食
育
と
地
産
地
消
、
健
康
づ
く
り

学
校
に
お
け
る
食
育
、
食
農
の

現
状
と
今
後
の
取
組
、
朝
食
を
食

べ
て
こ
な
い
子
供
が
い
る
こ
と
か
ら

食
事
の
必
要
性
と
健
康
・
学
習
へ

の
影
響
と
地
域
で
生
産
さ
れ
て
い

る
農
産
物
の
消
費
増
加
を
述
べ
る
。

教
育
委
員
会
は
学
校
と
連
携
し

支
援
に
当
る
。

魚
の
流
通
と
直
売
所
設
置
支
援

に
つ
い
て

漁
業
の
漁
獲
高
の
減
少
、
燃
油

の
高
騰
、
後
継
者
対
策
、
消
費
拡

大
策
の
現
状
を
述
べ
直
売
所
設
置

支
援
を
質
問
。

計
画
の
内
容
が
明
確
に
な
っ
た

段
階
で
検
討
。

防
災
対
策
と
森
林
対
策
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
と
二
酸
化
炭
素
の

削
減
対
策
を
述
べ
防
災
と
減
災
と

合
わ
せ
て
森
林
の
果
す
役
割
と
林

業
行
政
に
つ
い
て
質
問
。

充
分
な
備
え
と
早
期
避
難
と
森

林
行
政
へ
の
検
討
。

観
光
行
政
と
地
域
資
源
に
つ
い
て

観
光
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
全

国
水
準
か
ら
見
て
宮
崎
県
の
取
り

組
み
は
中
位
で
あ
り
、
観
光
資
源

の
活
用
が
低
い
状
況
を
述
べ
質
問
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
定
と
ブ

ラ
ン
ド
化
へ
。

風
疹
と
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
お
け
る
支
援
策

子
そ
だ
て
支
援
策
の
一
環
と
し

て
取
り
組
め
な
い
か
。

財
政
面
で
の
負
担
も
大
き
い
。

今
後
検
討
す
る
。

６
次
産
業
と
ヤ
マ
ダ
イ
フ
ー
ズ
の

取
り
組
み
支
援
策
に
つ
い
て
質
問
。

人
材
育
成
他
積
極
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
第
一
次

産
業
の
資
材
高
騰
支
援
を
質
問
。

Ｊ
Ａ
団
体
と
連
携
を
図
る
。

ＱＡ

ＱＡ

食
育
に
つ
い
て

武
たけ

田
だ

　秀
しゅういち

一 議員

ＱＡ

ＱＡ

Ｑ

ＡＱＡＱＡＱＡ

食 育

事 業

串間市民病院
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Ｑ Ａ

Ａ Ｑ
道
州
制
基
本
法
案
成
立
後
の
国

へ
の
陳
情
要
望
は
ど
の
様
に
し
て

い
く
の
か
。

国
の
方
針
を
見
て
い
く
。

６
月
９
日
の
国
交
大
臣
、
政
務

官
が
来
県
さ
れ
た
時
の
要
望
は
何

を
さ
れ
た
か
。

東
九
州
自
動
車
道
の
早
期
実
現

を
要
望
。

燃
油
高
騰
に
よ
る
支
援
は

事
業
費
４
０
０
万
円
で
安
定
し

た
漁
業
経
営
の
実
現
に
向
け
て
助

成
を
し
て
い
く
。

市
職
員
給
与
削
減
に
つ
い
て

職
員
の
給
与
に
関
し
て
は
市

長
、
副
市
長
、
教
育
長
は
５
％
削

減
、
期
末
手
当
10
％
削
減
、
職
員

は
３
・
０
％
、
期
末
手
当
９
・
77
％

削
減
、
管
理
職
手
当
10
％
削
減
と

の
答
弁
で
市
長
は
削
減
し
な
い
と

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
の

判
断
。

都
井
岬
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

支
援ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
協
定
書
を
見
直
し
て
検
討
す
る
。

運
動
公
園
整
備
に
つ
い
て

運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、
弓
道

場
を
含
め
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

等
関
係
機
関
か
ら
意
見
を
聞
き
方

針
を
決
め
る
。

福
島
高
校
の
存
続
と
高
校
総
体

の
応
援
体
制
は

高
校
再
編
に
つ
い
て
は
平
成
26

年
度
を
目
途
に
計
画
が
策
定
公
表

予
定
。

中
体
連
の
串
間
の
み
の
参
加
枠

の
要
望

県
中
体
連
出
場
枠
は
検
討
す
る
。

各
学
校
か
ら
の
要
望
等
と
通
学

路
の
安
全
対
策
は

学
校
か
ら
の
要
望
は
当
初
１
８ 

０
件
あ
り
緊
急
性
の
高
い
所
よ
り

優
先
し
て
い
く
。

ＱＡ

ＱＡ

市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

岩
いわ

下
した

　幸
ゆき

良
よし

 議員

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
達
成
度
と

来
年
夏
の
次
期
市
長
選
挙
に
つ
い
て

の
市
長
の
考
え
方
を
お
聞
き
し
た
い
。

45
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
８
割
は
ほ

ぼ
達
成
出
来
た
。
次
期
市
長
選
挙
に

つ
い
て
は
今
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。

財
源
確
保
策
の
未
収
金
対
策
と

市
有
地
売
払
い
状
況
は
。

市
税
等
に
つ
い
て
最
終
的
に
財
産

調
査
、
差
押
予
告
書
を
発
送
、
そ
れ

に
よ
り
分
納
誓
約
換
価
配
当
等
に
よ

り
約
６
，８
０
０
万
円
の
未
収
金
が

収
納
出
来
た
。
他
の
未
収
金
も
電
話

催
告
・
臨
戸
訪
問
等
で
対
応
。
市

有
地
売
払
い
で
は
３
年
間
33
件
、

９
千
６
百
31
万
円
と
な
っ
た
。

市
民
病
院
の
経
営
改
革
に
つ
い

て
、
医
師
確
保
策
、
入
院
外
来
患

者
の
確
保
策
や
改
革
プ
ラ
ン
の
確

実
な
実
施
、
ま
た
救
急
医
療
病
院

に
認
め
ら
れ
て
い
る
救
急
医
療
管

理
加
算
の
適
正
な
申
告
等
は
。

専
門
医
が
２
名
以
上
い
る
事
で 

認
め
ら
れ
て
い
る
３
認
定
施
設
の
維

持
に
よ
る
医
師
確
保
、
病
床
利
用

率
80
％
の
ク
リ
ア
で
き
ず
、
救
急

医
療
管
理
加
算
で
は
累
計
合
計
で

９
千
15
万
４
千
円
あ
っ
た
。
透
析
医
療

で
は
14
名
で
１
ヶ
月
４
百
90
万
円
の

収
入
と
な
っ
て
い
る
。

公
選
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な

い
明
ら
か
に
な
っ
た
成
年
被
後
見

人
の
全
体
像
、
今
後
公
平
な
福
祉

行
政
が
求
め
ら
れ
る
が
。

今
回
の
件
は
今
後
の
課
題
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
準
備
会

事
務
局
を
な
ぜ
観
光
協
会
に
委
託

さ
れ
る
の
か
。

串
間
観
光
の
中
心
に
な
り
う
る
。

今
後
努
力
し
た
い
。

６
次
産
業
化
に
む
け
た
２
Ｊ
Ａ

の
「
ヤ
マ
ダ
イ
フ
ー
ズ
」
と
「
た

ま
た
ま
ク
ラ
ブ
」、
国
の
認
定
に
む

け
た
取
り
組
み
は
。

６
次
産
業
化
の
国
の
認
定
に
は

時
間
が
か
か
る
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
達
成
度

に
つ
い
て

中
なか

村
むら

　利
とし

春
はる

 議員

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＱＡＱＡ

ＱＡＡＱ

ＱＱＡＱＡＡ

市 政

市 政

Ａ
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門
かど

田
た

　国
くに

光
みつ

 議員

今
回
は
、
財
政
運
営
、
公
平
公

正
な
市
政
運
営
。
人
材
育
成
そ
の

他
４
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、

今
回
は
人
材
育
成
に
つ
い
て
報
告

す
る
。

職
員
は
プ
ロ
に
な
る
よ
う
、
研

鑽
を
心
が
け
る
と
共
に
、
市
長
や

市
の
幹
部
の
責
任
と
指
揮
の
下
で

進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
勝
つ
た
め

に
は
、「
ト
ッ
プ
の
責
任
で
」「
組

織
と
し
て
」
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
住
民
や
、
国
民
の
税

金
を
い
た
だ
い
て
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
役
所
に
お
い
て
、
で
き
る

限
り
効
率
的
、
効
果
的
な
行
政
執

行
が
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
社
会
構
造
の
変

化
に
速
応
で
き
る
、
よ
り
高
度
な

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
不

可
欠
で
あ
る
。「
人
材
力
」
の
差

は
や
が
て「
経
営
力
」の
差
と
な
っ

て
現
れ
る
。
研
修
や
人
材
育
成
の

投
資
は
、
市
政
の
将
来
戦
略
の
一

環
と
し
て
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う

が
市
長
の
所
見
は
。

串
間
市
人
材
育
成
方
針
を
定

め
、
職
員
が
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、
能
力
の
開
発
、

意
欲
の
向
上
、
職
場
な
ど
の
枠

組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
な
ど
に
取
組
む
。
高
度
化
・

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
時
代

の
要
請
に
対
応
し
つ
つ
、
限
ら
れ

た
経
営
資
源
を
効
果
的
、
効
率
的

に
投
入
し
、
自
主
性
と
自
立
性
の

高
い
自
治
体
経
営
を
進
め
て
行
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

人
材
の
育
成
は
、
本
市
に
と
り
ま

し
て
も
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、今
後
も
引
続
き
、

中
・
長
期
的
な
視
点
で
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

市
独
自
の

施
策
に
つ
い
て

Ｑ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
こ

や
か
広
場
」
の
取
り
組
み
と
、
一

時
預
か
り
事
業
の
時
間
延
長
は
で

き
な
い
の
か
。

「
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
」
で
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
隣
の
市
民
病

院
へ
の
受
診
や
美
容
院
、
買
い
物

な
ど
主
に
２
時
間
の
利
用
で
済
む

保
護
者
の
子
供
を
お
預
か
り
し
て

い
る
。
一
日
預
か
り
と
半
日
預
か

り
は
保
育
所
で
行
い
、
短
時
間
は

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
。

福
島
小
の
太
陽
光
設
備
は
、
災

害
時
に
、
非
常
用
電
源
と
し
て
使

用
で
き
る
の
か
。

エ
コ
学
習
の
教
材
を
目
的
に
整

備
し
て
い
る
が
、
福
島
小
は
避
難

所
指
定
の
た
め
、
受
変
電
設
備
等

の
改
修
を
計
画
し
て
い
く
。

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
や
印
鑑
登

録
証
明
書
の
発
行
は
で
き
な
い
か
。

各
自
治
体
の
動
向
や
費
用
対
効

果
の
検
証
を
実
施
し
、
検
討
し
て

い
く
。

学
校
で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
の
状

況
は
ど
う
か
。

本
年
６
月
か
ら
希
望
す
る
保
護

者
の
児
童
に
対
し
て
、
市
内
全
小

中
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
笠

祇
小
を
皮
切
り
に
、
学
校
の
準
備

が
整
い
次
第
開
始
し
て
い
く
。

福
島
高
校
存
続
の
為
、
給
食
提

供
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
で
は
福
島
高
校
支
援
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
は
市

内
の
全
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、

福
島
高
校
で
の
補
修
学
習
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
「
福
島
高
校

を
育
て
る
会
」
を
中
心
に
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

ＱＡ

ＱＡ

子
育
て
に
つ
い
て

ＱＡ

Ａ

英
はなぶさ

 聡
さと

子
こ

 議員

ＱＡＱＡ

子育て

市 政



Q　＆　　　A一 般 質 問

13 串間市議会だより 12串間市議会だより13 串間市議会だより 12串間市議会だより

総務常任委員会・管内視察風景

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

市
長
の
こ
れ
か
ら
の
行
動
と
農

業
分
野
に
つ
い
て
、
今
後
の
交
渉

を
不
利
で
不
公
平
に
し
日
本
の
国

益
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
は
な

い
か
聞
い
た
。　

本
市
で
生
産
さ
れ
て
い
る
全
品

目
に
影
響
が
あ
り
、
試
算
を
す
る

と
約
21
億
２
，３
０
０
万
円
の
損
失

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
反

対
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

法
定
外
公
共
物
（
赤
道
青
道
）

の
現
状
と
管
理
に
つ
い
て

里
道
水
路
の
機
能
管
理
等
の
自

治
事
務
の
中
で
地
域
住
民
の
声
に

迅
速
か
つ
的
確
に
応
え
て
い
る
の

か
、
売
り
払
い
、
処
分
占
用
許
可

に
つ
い
て
尋
ね
た
。

法
定
外
公
共
物
（
市
有
財
産
）

は
膨
大
な
筆
数
で
あ
り
全
て
を
確

認
し
管
理
す
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
で
あ
る
。
現
在
地
籍
調
査
事
業

等
の
実
施
で
境
界
立
会
を
行
い
確

認
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
売
り

払
い
処
分
に
つ
い
て
は
、
条
例
に

従
い
用
途
を
廃
止
し
処
分
し
て
お

り
市
民
に
対
し
充
分
な
説
明
を
し

公
正
平
等
な
行
政
を
行
い
た
い
。

中
学
校
再
編
に
つ
い
て

住
民
に
対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
す
る
の
か
。
市
民
の
同
意

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
市
木
地

区
よ
り
の
再
編
反
対
の
陳
情
書
の

取
り
扱
い
は
ど
う
な
っ
た
の
か
な

ど
お
聞
き
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
市
民
五
百

名
ぐ
ら
い
を
抜
粋
し
て
、
設
問
に

対
し
て
は
中
立
公
平
に
や
る
。
地

区
住
民
に
対
し
て
は
充
分
な
情
報

を
発
信
し
説
明
を
し
て
い
く
。
陳

情
書
に
対
し
て
は
市
木
地
区
民
の

思
い
を
充
分
に
受
け
と
め
取
り
扱

い
た
い
、
学
校
再
編
に
つ
い
て
は

充
分
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

ＱＡ

ＱＡ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

山
やま

口
ぐち

　直
なお

嗣
つぐ

 議員

ＱＡ

産業建設常任委員会・管内視察風景

ＴＰＰ

文教厚生常任委員会・管内視察風景

活
動
記
録



議
員
定
数
削
減

　

６
月
21
日
、
定
例
会
最
終
日

に
議
員
提
出
議
案
第
16
号
と
し

て
「
串
間
市
議
会
議
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

を
提
出
し
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
現
在
の
議
員
定
数
17

名
を
２
名
削
減
し
次
回
改
選
か

ら
15
名
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

で
は
平
成
23
年
６
月
よ
り
27
回

に
わ
た
り
各
課
題
に
対
し
て
協

議
を
行
う
と
共
に
、
平
成
24
年

11
月
に
市
内
６
会
場
で
行
わ
れ

た
市
民
と
の
意
見
交
換
会
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
民
の
意

思
の
反
映
、
当
市
の
人
口
・
面

積
、
財
政
力
、
二
元
代
表
性
と

し
て
の
機
能
の
発
揮
、
周
辺
あ

る
い
は
類
似
団
体
と
の
比
較
な

ど
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
客
観
的

に
検
討
し
、
当
市
に
と
っ
て
あ

る
べ
き
議
員
定
数
に
つ
い
て
忌

　
都
井
岬
再
興
計
画
策
定
費

と
し
て
7
5
0
万
円
が
提

案
さ
れ
て
い
る
が
、
ホ
テ
ル
を

買
収
し
て
７
億
円
で
整
備
す
る

計
画
が
ダ
メ
に
な
っ
た
の
に
、

総
括
も
な
く
誰
も
責
任
を
取
ら

な
い
ま
ま
、
計
画
を
す
す
め
る

や
り
方
は
抜
本
的
に
見
直
す
べ

き
で
す
。

　
国
保
税
が
３
年
連
続
値
上

げ
さ
れ
「
払
い
た
く
て
も

払
え
な
い
」
悲
鳴
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
24
年
度
決

算
は
３
億
4
6
1
7
万
円
（
一

人
4
7
0
0
0
円
）
の
黒
字
で

す
。
国
保
税
は
据
え
置
き
で
な

く
引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。

　
「
市
税
条
例
改
正
」
と
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進

委
員
会
」
条
例
は
、
国
の
法
改

正
に
伴
う
も
の
で
、
そ
の
財
源

は
消
費
税
10
％
の
財
源
か
ら
充

て
る
こ
と
に
し
て
い
る
な
ど
多

く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
串
間
市
民
の
給
与
所
得
は

前
年
比
一
人
平
均
△
１
８
、

7
1
2
円
も
減
っ
て
い
ま
す
。

景
気
回
復
に
は
賃
上
げ
が
必
要

な
の
に
職
員
給
与
の
引
き
下
げ

は
、
生
活
設
計
を
台
無
し
に
し
、

地
域
経
済
を
冷
え
込
ま
せ
ま
す
。

　
学
校
の
統
廃
合
は
、
保
護

者
・
地
域
住
民
の
合
意
が

前
提
で
す
。
市
木
住
民
が
ほ
ぼ

全
員
が
署
名
し
て
の
市
木
中
学

校
の
統
廃
合
計
画
反
対
の
陳
情

書
は
、
結
論
を
先
送
り
す
る
の

で
な
く
「
直
ち
に
採
択
」
す
る

こ
と
を
求
め
、
継
続
審
査
に
は

反
対
し
ま
し
た
。

　
「
市
民
の
願
い
は
税
金
の

ム
ダ
使
い
を
無
く
せ
」
で

す
。
議
員
を
減
ら
す
前
に
「
批

判
の
あ
る
議
会
の
政
務
調
査
費
、

行
政
視
察
費
、
費
用
弁
償
等
」

を
他
市
並
に
す
る
等
、
議
会
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
す
べ
き

で
す
。
定
数
削
減
は
こ
の
機
能

を
弱
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

憚
な
く
議
論
を
い
た
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

様
々
な
意
見
や
案
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
最
終
的
に
は
「
串
間

市
議
会
議
員
定
数
を
２
名
削
減

し
15
名
と
す
る
」
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
を
受
け
、
全
員
協

議
会
で
説
明
の
後
、
６
月
議
会

に
提
出
し
可
決
し
ま
し
た
。

串
間
市
議
会
基
本
条
例

　

平
成
25
年
３
月
議
会
で
議
員

提
出
議
案
第
14
号
と
し
て
提
出

し
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
市
民
に
信
頼

さ
れ
、
役
立
つ
議
会
づ
く
り
を

基
本
理
念
と
し
、
そ
の
方
向
性

を
議
会
議
員
の
役
割
の
明
確
化
、

開
か
れ
た
議
会
、
市
民
と
の
連

携
、
継
続
的
な
議
会
改
革
と
掲

げ
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
議

員
の
責
務
や
市
民
と
の
関
係
、

市
長
と
の
関
係
な
ど
を
明
確
に

し
た
議
会
に
お
け
る
最
高
規
範

と
も
言
え
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
の
中
に
議
会
報
の

発
行
や
議
会
報
告
会
の
開
催
な

ど
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

串
間
市
議
会
議
員

倫
理
条
例

　

平
成
25
年
３
月
議
会
で
議
員

提
出
議
案
第
15
号
と
し
て
提
出

し
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
串
間
市
議
会

議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
規

律
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
議

員
は
市
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
、
市
民
の
負
託
に
応

え
得
る
強
い
使
命
感
を
持
っ
て

市
政
を
担
う
た
め
、
議
員
が
議

員
活
動
を
行
う
際
に
、
遵
守
す

べ
き
政
治
倫
理
に
関
す
る
基
本

事
項
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

市
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、

公
正
で
民
主
的
な
市
政
の
発
展

に
寄
与
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

可
決

可
決

可
決

49
号

61
号

陳情
7号

議員提出
16号

50
号

57号～
59号

6
月
定
例
会

反
対
討
論
【
要
旨
】

議
会
改
革
調
査
特
別

委
員
会
活
動
報
告

15 串間市議会だより 14串間市議会だより



平成25年6月　第3回串間市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

議
決
結
果

川
﨑
千
穂

武
田
秀
一

今
江　

猛

瀬
尾
俊
郎

実
藤
賢
次

英　

聡
子

井
手
明
人

中
村
利
春

山
口
直
嗣

岩
下
幸
良

福
添
忠
義

門
田
国
光

武
田
政
英

木
代
幸
一

児
玉
征
威

武
田
浩
一

田
上
俊
光

市
長
提
出
議
案

議案第４９号平成２５年度串間市一
般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第５０号平成２５年度串間市国
民健康保険特別会計（事業勘定）補
正予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第５１号平成２５年度串間市後期高
齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５２号平成２５年度串間市簡
易水道特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５３号平成２５年度串間市水
道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５４号平成２５年度串間市農
業集落排水事業特別会計補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５５号平成２５年度串間市介護
保険特別会計（事業勘定）補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５６号串間市監査委員条例の
一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５７号市税条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第５８号串間市子ども・子育て
支援推進委員会設置条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第５９号串間市特別職の職員で
非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第６０号市道の路線の認定につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６１号串間市市長、副市長、教
育長及び職員の給与の臨時特例に
関する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

議
員
提
出
議
案

議員提出議案第１６号串間市議会議
員定数条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

請
願
・
陳
情

陳情第７号市木中学校の統廃合に反
対する陳情書

継続
審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○  賛成　　×  反対　　－  欠席等　　　※議長（田上俊光）は採決に加わらないので「／」で表示

15 串間市議会だより 14串間市議会だより
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今年（平成 25 年）の 6 月定例会から年 4
回「串間市議会だより」を発行すること

になりましたが今回がその第 1号となります。
　これは平成 23 年 5 月に設置された議会改
革調査特別委員会を中心として進めてまいりま
した議会改革の一環として行うものであります
が、市民の皆様から議会の役割がわからない、
議員の仕事振りが見えないなどの声に対して

「開かれた議会」「見える議会」にしていく必要
性を全議員が共有し、先の 3 月議会で可決し
た「議会基本条例」に「議会だより」の発行を
織り込んだものです。
　次回の改選まで議会改革調査特別委員会が

編集委員会を兼ねる事になりましたが、委員全
員が議会報の発行は初めての経験であり、何処
まで議会の様子を伝えることができるのか不安
なところではありますが、委員一丸となって、
議会の取り組みや行政課題などできるだけわ
かりやすく発信していきたいと思っています。
　なお、「串間市議会だより」につきまして、
市民の皆様のご意見やアイデア等がありました
ら遠慮なく当委員会までお寄せ下さい。
　また、年度内には市内 6 地区で議会報告会・
意見交換会も予定しています。
　今後とも「串間市議会だより」をご愛読いた
だきますようよろしくお願いいたします。

編 集 委 員 長

井手明人

編 集
後 記

　記念すべき串間市議会だより創
刊号で、本城干潟を紹介出来ること
を大変うれしく思っています。
　本城干潟は、県内最大の干潟で
別名「生命のゆりかご」と呼ばれ、本
城川河口に約8ヘクタールの干潟
が広がり環境省が選定する「日本の
重要湿地500」、「全国干潟50
選」にも選定され、また平成24年8
月23日付で、「本城干潟重要生息
地」として宮崎県の指定を受けるなど、
国内に於いても大変貴重な干潟であ
り、環境省の絶滅危惧種に指定さ
れているシオマネキの他にハクセンシ
オマネキ・コメツキガニや、今では個
体数が少なくなっているイガニ（ノコギ
リガザミ）など多くのカニや貝類など
の水生生物の他、ミサゴやサギなど
の鳥類も生息し、小中学校での、くし
ま学では環境学習や自然観察の場

となっており、市民だけでなく市外から
も多くの方が観察等に訪れるなど学
習の場となっています。
　また、宮崎県内で海に沈む夕日を
見ることが出来るのは串間市のみであ
り、特に見頃となる2月頃の志布志湾
（旧呼称　有明湾）へと沈む夕日は
本城川（城泉坊橋下流域）の川面
に映り感動的であり、1人でも多くの
皆様にこの本城の素晴らしい自然を
体験してもらえればと思っています。他
にも、本城地区には室町時代の日
明貿易の頃より風待ち、食糧、水の
補給地として栄えた本城「港地区」
に残る古井戸や崎田地区の鬼ヶ城
古墳などの歴史遺産・史跡が多く
点在しています。
　休日には、市内各地の自然観察
や歴史探訪により、心身ともリフレッシ
ュされては如何でしょうか。

懐かしい景色に出会う

（本城干潟）　実藤  賢次

ふるさと探訪

議会を読もう。

「串間市議会だより」は、3 月、6 月、
9 月、12 月の定例会（内容）を発行
します。
ぜひ、皆さんの生活に密接に関わる
議会の活動を知る時間に
してください。

議会を見学しよう。

串間市議会では皆さんの傍聴をお
待ちしております。傍聴をご希望
の方は、議会開催日に、 市庁舎東
側２階の傍聴席受付で
住所、氏名等を記入の
うえお入りください。

6月22日　県内トップの海開き

表紙を ウ ォッチ

県内で唯一海に沈む夕日

PB 串間市議会だより 16串間市議会だより


